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令
和
２
年
度

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　
令
和
２
年
６
月
23
日（
火
）
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
３
階
第
２
特
別
会

議
室
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人

徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
が
午
後
２
時
か
ら
開
催

さ
れ
、
次
の
議
事
が
全
会
一
致
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て

・
令
和
元
年
度
補
正
予
算

・
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
決
議
事
項
と
し
て

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
と
監
査
報
告

・
役
員
選
任
の
承
認

　
総
会
閉
会
後
、
互
助
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
事
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
、
異
例
の
総
会
に
な

り
ま
し
た
。）

◎
会
員
表
彰
の
方
々

20
年
間
貢
献
（
10
名
）

奈
良
　
　
勝
（
津
田
）

田
島
ス
ミ
子
（
加
茂
名
不
動
）

大
黒
　
寿
和
（
八
万
北
）

土
肥
　
義
晴
（
加
茂
）

太
田
　
良
夫
（
沖
洲
）

寺
井
ふ
み
子
（
沖
洲
）

津
川
千
枝
子
（
渭
東
）

遠
藤
　
武
夫
（
昭
和
）

川
端
　
俊
雄
（
八
万
北
）

大
西
　
重
俊
（
加
茂
名
不
動
）

15
年
間
貢
献
（
32
名
）

西
内
　
和
代
（
東
西
富
田
）

大
宮
壽
美
代
（
東
西
富
田
）

三
好
　
　
喬
（
沖
洲
）

森
　
祐
一
郎
（
加
茂
）

仁
木
　
富
三
（
佐
古
）

向
井
二
六
年
（
名
東
）

山
本
　
　
修
（
名
東
）

浜
口
　
博
行
（
渭
東
）

竹
内
　

海
（
勝
占
多
家
良
）

西
岡
　
昭
子
（
加
茂
）

岡
田
　
益
美
（
八
万
北
）

橋
本
　
守
正
（
渭
東
）

多
田
　
重
夫
（
沖
洲
）

藤
崎
　
敏
治
（
入
田
上
八
万
）

新
田
恵
美
子
（
津
田
）

酒
井
　
和
男
（
沖
洲
）

瀧
井
　
勝
利
（
川
内
応
神
）

加
納
　
秀
夫
（
津
田
）

加
納
　
功
子
（
津
田
）

相
原
　
康
男
（
渭
東
）

稲
井
　
幸
子
（
勝
占
多
家
良
）

河
野
　
定
徳
（
渭
東
）

竹
井
　
澄
子
（
勝
占
多
家
良
）

古
林
　
敏
夫
（
八
万
南
）

楠
木
　
琴
江
（
渭
東
）

大
沢
　
久
江
（
名
東
）

多
田
　
繁
行
（
東
西
富
田
）

久
保
　
公
吉
（
国
府
北
）

近
藤
　
奉
行
（
川
内
応
神
）

桑
井
　
正
敏
（
八
万
北
）

木
村
　
節
子
（
入
田
上
八
万
）

河
野
　
弘
行
（
八
万
北
）

10
年
間
貢
献
（
56
名
）

南
　
　

吉
（
八
万
南
）

小
林
　
清
照
（
国
府
南
）

岸
　
　
　
潔
（
佐
古
）

長
野
　
光
博
（
渭
東
）

尾
﨑
　
悦
子
（
昭
和
）

出
張
　
哲
雄
（
川
内
応
神
）

青
山
　
純
子
（
名
東
）

出
口
　
　
進
（
国
府
南
）

川
上
　
善
子
（
勝
占
多
家
良
）

濱
田
喜
久
男
（
渭
東
）

森
江
　
啓
文
（
渭
東
）
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森
本
　
　
正
（
八
万
北
）

藤
田
　
裕
幸
（
渭
北
）

三
原
　
数
雄
（
渭
東
）

三
国
　
俊
司
（
渭
北
）

山
西
　
忠
行
（
津
田
）

高
橋
　
　
弘
（
国
府
南
）

佐
藤
　
和
子
（
昭
和
）

橋
本
　
英
雄
（
八
万
北
）

多
尾
　
博
司
（
入
田
上
八
万
）

福
山
　
澄
子
（
国
府
北
）

森
　
　
文
二
（
昭
和
）

大
山
　
貞
夫
（
八
万
北
）

佐
野
　
　
勇
（
名
東
）

向
井
　
和
子
（
川
内
応
神
）

田
中
　
義
信
（
国
府
北
）

河
野
　
英
子
（
加
茂
）

野
村
　
國
男
（
沖
洲
）

田
村
　
　
農
（
渭
北
）

三
原
　
恭
子
（
渭
東
）

元
木
　
俊
夫
（
加
茂
名
不
動
）

山
部
　
高
廣
（
加
茂
名
不
動
）

前
田
　
昌
廣
（
渭
北
）

岩
原
　
富
子
（
津
田
）

斉
村
　
瑞
子
（
渭
東
）

内
藤
　
博
吉
（
津
田
）

八
幡
　
雅
子
（
沖
洲
）

犬
丸
　
　
昭
（
渭
東
）

立
岩
　
　
武
（
昭
和
）

宮
本
カ
ズ
子
（
加
茂
）

堀
江
　
敬
子
（
渭
北
）

小
山
　
政
明
（
八
万
南
）

板
東
　
広
江
（
勝
占
多
家
良
）

中
尾
　
久
子
（
渭
東
）

城
西
　
利
子
（
川
内
応
神
）

坂
野
　
仁
美
（
入
田
上
八
万
）

田
中
　
忠
文
（
八
万
南
）

森
　
　
敏
夫
（
東
西
富
田
）

河
上
　
勝
彦
（
川
内
応
神
）

長
井
喜
代
一
（
名
東
）

大
谷
　
昌
之
（
八
万
南
）

降
籏
金
次
郎
（
昭
和
）

細
川
多
美
子
（
川
内
応
神
）

細
川
　
善
夫
（
川
内
応
神
）

木
崎
　
節
子
（
名
東
）

森
本
輝
美
代
（
名
東
）

◎
優
良
地
区
表
彰

津
田
地
区

　
地
区
長
　
　
海
山
　
公
隆

　
会
員
数
　
　
98
名

◎
優
良
職
域
班
表
彰

　
剪
定
班

　
　
統
括
班
長
　
高
砂
　
温
成

　
　
会
員
数
　
　
73
名

◎
理
事
表
彰

大
山
　
貞
夫

祖
川
　
澄
子

南
　
　

吉

（
３
期
６
年
間
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。）

理

事

長

森
本
　
　
勝

再
任

副
理
事
長

米
田
　
　
均

新
任

常
務
理
事

北
島
　
浩
一

再
任

理
　
　
事

和
泉
佐
代
子

再
任

〃

市
橋
　
健
司

再
任

〃

笠
井
　
　
元

再
任

〃

篠
原
　
昭
二

新
任

〃

鈴
田
　
善
美

新
任

〃

妹
尾
　
昭
彦

再
任

〃

谷
　
　
洋
子

新
任

〃

土
川
　
資
雄

再
任

〃

中
山
　
　
務

新
任

〃

西
　
　
和
彦

再
任

〃

西
川
　
敬
子

再
任

〃

橋
本
　
敬
子

再
任

〃

森
　
　
憲
二

新
任

〃

森
　
　
正
明

再
任

監
　
　
事

須
賀
　
昌
彦

再
任

役
員
紹
介

令和２年８月21日　剪定班総会
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10
月
ふ
れ
あ
い
教
室
に
つ
い
て

　
10
月
ふ
れ
あ
い
教
室
は
防
災
士
の
大
宮
佐
知
子
先
生
が
「
命
を

守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
」
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
ま
す
。

　
・
新
型
コ
ロ
ナ
で
変
わ
る
避
難
　
　
　
・
熱
中
症
対
策

　
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う

　
な
ど
今
の
私
達
に
と
っ
て
必
要
な
防
災
術
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
御
存
知
で
す
か
!!

　
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

互
助
会
で
は
、
会
員
が
次
の
事
柄
に

該
当
し
た
時
、
慶
弔
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
（1）
喜
寿
　
　
　
　   

三
〇
〇
〇
円

　
（2）
米
寿
　
　
　
　   

五
〇
〇
〇
円

　
（3）
金
婚
式
　
　
　   

五
〇
〇
〇
円

　
（4）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

　
　
　
　
　
　
　
　   

五
〇
〇
〇
円

　
・
死
亡
弔
慰
金
・
災
害
見
舞
金

　
な
お
互
助
会
の
年
会
費
未
納
の
方

互
助
会
入
会
後
一
年
未
満
の
方
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
前
述
の
支
給
金
は
、
そ
の
事
柄
発

生
後
６
ヶ
月
以
内
に
会
長
に
文
書
を

も
っ
て
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
慶
弔
金
の
喜
寿
と
米
寿
は
、
請
求

で
は
な
く
事
務
所
で
該
当
す
る
方
に

地
区
代
表
幹
事
を
介
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
!! 

　
徳
島
市
高
齢
福
祉
課
を
通
じ
、
市
内
35
か

所
、
７
╱
１
〜
８
╱
14
ま
で
５
種
類
の
ポ
ス

タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
活
動
活
性
化
事
業

会
員
互
助
会
か
ら
お
知
ら
せ

徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
互
助
会

寿
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自
然
環
境
良
好
な
、
入
田
・
上

八
万
地
区
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
入

田
地
区
は
市
の
西
端
に
位
置
し
、
周

囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
盆
地
で
、
中

央
を
東
西
に
流
れ
る
鮎
喰
川
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
所
数
、

商
店
数
も
非
常
に
少
な
く
、
産
業
は

農
業
の
ほ
か
、
苗
木
・
植
木
・
盆
栽

な
ど
の
生
産
販
売
が
中
心
で
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
地
名
の
入
田

（
に
ゅ
う
た
）
を
始
め
、
安
都
真
（
あ

づ
ま
）
天
の
原
（
あ
ま
の
は
ら
）
月

の
宮
（
つ
き
の
み
や
）
内
の
御
田
（
う

ち
の
み
た
）
海
先
（
か
い
さ
き
）
な

ど
の
美
し
い
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　
上
八
万
地
区
は
古
城
跡
・
遺
跡
・

四
国
八
十
八
ヶ
所
札
所
が
あ
り
、
山

や
川
の
自
然
も
あ
っ
て
往
古
の
文
化
が

偲
ば
れ
ま
す
。

　
も
と
も
と
農
業
地
域
で
、
山
の
陰

地
を
利
用
し
た
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
道
路

の
整
備
な
ど
も
あ
っ
て
宅
地
開
発
が

進
み
地
域
内
に
住
宅
団
地
が
増
え
ま

し
た
。

　
年
間
の
地
区
内
活
動
で
す
が
、
奉

仕
活
動
で
地
区
内
の
学
校
、
地
区
の

コ
ミ
セ
ン
で
（
剪
定
、
除
草
、
花
植

え
等
）
実
施
、
感
謝
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
他
に
地
区
総
会
、
親
睦
旅

行
、
つ
ど
い
の
会
、
同
好
会
活
動
と

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
内
の
会
員
数
は
、
現
在
57

名
、
こ
の
と
こ
ろ
２
〜
３
年
横
ば
い

状
態
で
す
。
会
員
皆
さ
ん
の
協
力
も

得
て
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
川
内
・
応
神
地
区
で
す
。

入
田
・
上
八
万

　
　
　
　
地
区
だ
よ
り

　　
入
田
・
上
八
万
地
区
長

勝
井
　
直
敏

地

区

紹

介

　４つの八角形の真ん中に、まわりの８つの漢字と合わせてそれぞれ二字熟語に
なるよう漢字を埋めて、真ん中の４つの漢字でできる四字熟語を答えてくださ
い。色のついていないマスは１文字め、色のついているマスは２文字めの漢字に
なります。

漢　字　ク　イ　ズ

応募者（シルバー人材センター会員）のうち正解者
15名の方に抽選で図書券を差しあげます。

（応募締切９月30日）

 正解者26名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

12

前回の数独クイズの解答

解答欄

背

直
悔光

援退

午 前

陸

根
拡巨

甚莫

破 工

徒

存
学派

誕発

計 涯

幹

行
実業

情件

記 用
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〜徳島県警よりお知らせ〜

65才以上のドライバーのみなさまへ
セーフティラリーに参加しませんか。
◆参加料は無料。
◆2〜5名でチームを作れます。
◆参加賞は大塚製薬のソイジョイ3本セット。
◆参加者全員に運転記録証明書が発行されます。
◆ギフト券５万円が当るかも？
◆ラリー期間は10月1日から12月31日
◆申込は、別添冊子に必要事項を記入の上
　最寄りの警察署交通課窓口へ
◆〆切は9月23日

俳
句
・
川
柳

○

梅
雨
去
る
や

　
　
　
　
雲
間
に
求
む
碧
い
空

○

夏
草
や
　
抜
き
去
る
先
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
も
草

橋
本
　
守
正

○

刈
り
た
て
の
　
草
の
匂
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
の
風

○

早
稲
の
香
　
ユ
ニ
ホ
ー
ム
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
寮

稲
井
　
和
子

○

日
の
出
よ
り

　
　
　
　
部
屋
中
響
く
蝉
時
雨

○

見
詰
め
ら
れ
　
気
付
く
笑
顔
の

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
グ
ラ
ス

大
黒
　
昭
義

○

早
苗
根
付
き
　
ゆ
ら
ぐ
山
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
の
道

○

小
峠
に
風
の
道
あ
り
　
合ね

歓む

の
花

○

梅
雨
の
朝
　
く
ぐ
も
る
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
ク
の
子

竹
井
　
澄
子

第
五
十
五
番
別
宮
山
　

南な

ん

光こ

う

坊ぼ

う

四国八十八ヶ所巡り55　
当
地
の
沖
に
あ
る
大
三
島
の
大

山
祗
神
社
の
24
坊
の
別
当
の
う
ち
、

大
宝
３
年
と
和
銅
５
年
に
８
坊
が

こ
の
地
に
移
さ
れ
坊
舎
を
建
て
ら

れ
た
。

　
そ
の
後
天
正
年
間
、
長
曽
我
部

の
兵
火
に
罹
り
、
８
坊
こ
と
ご
と

く
焼
失
さ
れ
た
が
、
当
時
の
経
済

情
勢
か
ら
最
少
小
禄
の
南
光
坊
が

再
興
さ
れ
た
。

　
昭
和
20
年
大
東
亜
戦
争
の
空
襲

の
た
め
大
師
堂
、
金
毘
羅
殿
は
厄

を
の
が
れ
た
が
、
他
の
堂
は
灰
儘

に
帰
し
た
。

場
所
　
今
治
市
別
宮

令和 2年度会員互助会親睦旅行中止
　11 月に予定していた皆様お楽しみの親睦旅行ですが、新型コロナ感染症が拡大している
状況に鑑み、今年度は中止といたします。また、『会員のつどい』の開催については、今
後の状況により判断します。
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田た

根ね

　
永な

が

歳と
し

（
業
務
主
任
）

　
４
月
１
日
付

け
で
採
用
と
な

り
ま
し
た
田
根

と
申
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に

は
不
慣
れ
の
せ
い
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
に
全
力
で
努
力
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
理
事
会
〉

▼
第
１
回
　
理
事
会

　
令
和
２
年
５
月
15
日
（
金
）

○
決
議
事
項

　
⒈
役
員
選
任
の
承
認

　
⒉
令
和
２
年
度
定
時
総
会
の
開
催

　
⒊
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
（
第

２
号
）

　
⒋
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告

○
承
認
事
項

　
⒈
会
員
の
入
退
会

　
⒉
会
員
等
被
表
彰
者

　
・
８
月
就
労
分

　
（
派
遣
）
９
月
18
日
（
金
）

　
（
受
託
）
９
月
25
日
（
金
）

　
・
９
月
就
労
分

　
（
派
遣
）
10
月
20
日
（
火
）

　
（
受
託
）
10
月
23
日
（
金
）

　
・
10
月
就
労
分

　
（
派
遣
）
11
月
20
日
（
金
）

　
（
受
託
）
11
月
25
日
（
水
）

　
・
11
月
就
労
分

　
（
派
遣
）
12
月
18
日
（
金
）

　
（
受
託
）
12
月
25
日
（
金
）

　
理
事
会
・
事
務
局
で
は
、
会
員

年
会
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
、

一
部
変
更
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

毎
年
４
月
末
ま
で
の
納
付
期
限
に

会
員
各
自
の
振
込
み
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
配
分
金
受
領
の

方
に
つ
い
て
は
配
分
金
か
ら
の
天

引
き
相
殺
の
方
法
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
納
入
手
間
や
未
収
会
費

の
削
減
が
見
込
め
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
詳
細
決
定
の
際
に
は
改
め
て
お

知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

新
職
員
の
紹
介

配
分
金
支
払
日

理
事
会
等
の
開
催
状
況

年
会
費
納
入
方
法
の
変
更
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▼
第
２
回
　
理
事
会

　
令
和
２
年
６
月
23
日
（
火
）

○
決
議
事
項

　
⒈
理
事
長
・
副
理
事
長
・
常
務
理

事
の
選
任
等

▼
第
３
回
　
理
事
会

○
決
議
事
項

　
⒈
コ
ン
ビ
ニ
等
収
納
サ
ー
ビ
ス

○
承
認
事
項

　
⒈
会
員
の
入
退
会

　
⒉
考
古
資
料
館
令
和
２
年
度
計
画

変
更

○
報
告
事
項

　
⒈
職
務
執
行
状
況

　
⒉
労
働
者
派
遣
事
業
手
数
料
割
合

　
⒊
そ
の
他

〈
各
種
委
員
会
〉

▼
第
１
回
　
地
区
長
委
員
会

　
令
和
２
年
４
月
17
日
（
金
）

　
・
令
和
２
年
度
地
区
総
会
開
催
の

予
定

　
・
令
和
２
年
度
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
予
定

　
・
補
助
金
申
請
書
説
明

▼
第
１
回
　
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編

集
委
員
会

　
令
和
２
年
７
月
29
日
（
水
）

　
⒈
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
秋
季
号
の

テ
ー
マ
及
び
項
目
に
つ
い
て
協

議

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
事
務
所
来
所
に
つ
い
て

①
不
要
不
急
の
事
務
所
来
所
を

お
控
え
く
だ
さ
い
。

②
履
行
確
認
書
等
の
提
出
は
、

で
き
る
限
り
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

事
務
所
前
ポ
ス
ト
投
函
等
で
お

願
い
し
ま
す
。

③
急
用
等
で
来
所
さ
れ
る
場
合

は
自
宅
で
の
検
温
の
上
、
発
熱
・

風
邪
症
状
等
が
あ
る
場
合
は
、

お
控
え
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手
指
の

消
毒
の
徹
底
、
ま
た
短
時
間

（
10
分
程
度
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
就
業
に
関
し
て

①
自
宅
で
の
検
温
、
就
業
時
の

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
等

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
熱
・

倦
怠
感
・
息
苦
し
さ
等
の
あ
る

場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局
及

び
就
業
先
へ
連
絡
の
上
、
自
宅

待
機
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
就
業
先
等
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
、
感
染
者
と
濃
厚
接
触
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局

へ
電
話
連
絡
し
、
指
示
を
仰
い

で
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ

ス
ク
低
減
の
た
め
の
お
願
い
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マ
ス
ク
不
足
に
と
も
な
い
女
性

理
事
３
人
が
マ
ス
ク
を
300
枚
作
り
、

個
人
宅
内
で
働
く
サ
ー
ビ
ス
会
員

を
中
心
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
に
出
席
し
た
会
員

の
方
々
に
も
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
製
作
中
、
ゴ
ム
不
足
に
あ
い
困

ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
会
員
の
方
よ

り
手
持
ち
の
ゴ
ム
を
提
供
い
た
だ

き
助
か
り
ま
し
た
。

●
編
集
後
記

　

残
暑
の
候
、
会
員
の
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

豪
雨
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
大
流
行
と
暗
い
話
題
ば
か
り
の

昨
今
で
す
。

　

今
日
ま
で
、
コ
レ
ラ
、
赤
痢
な

ど
疫
病
や
感
染
症
と
戦
っ
て
き

た
人
類
、〝
止
ま
な
い
雨
は
な
い
〟

こ
の
災
厄
も
き
り
抜
け
ら
れ
な
い

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
号
よ
り
、
編
集
委
員
だ
っ

た
和
泉
、
平
田
両
氏
が
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
事
の
自
粛
で
報
告
事

項
が
減
っ
た
た
め
、
秋
号
は
枚
数

の
減
数
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

我
々
５
名
で
い
ろ
い
ろ
な
話
題

が
提
供
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
投
稿
、
ご
意
見
な
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

西
川　

敬
子

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田
健
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

多目的室にて　４月

18.5 ㎝ 2.5
㎝

2.5
㎝

16.5
㎝

1 ㎝

1㎝

ガーゼの布別
布

9.5
㎝

1.5
㎝

4
㎝

1.5
㎝

3
㎝

18.5 ㎝

ワイヤーを入れる

〈型紙〉

ー 手作りマスク  縫ってみませんか!! ー（プリーツマスク）

〈仕上がり寸法〉

　マスクが手離せないのは今まで経験のない

こと、せめて逆手にとってマスクでおしゃれ

してみませんか。

〈作り方〉

①マスクの上と下の１㎝を三つ折りにして縫う。

②布の中心に1本、２㎝のヒダを取り上下に1.5 ㎝の間隔で２㎝づつ計３本のヒダをとる。

③マッチ針でヒダを止め、ミシンで縫い止める。マスクの両端を2.5㎝を三つ折りにし、ゴム通しを作る。

　注）ヒダは下の方に向ける。菌がヒダに入らないようにするためです。

　
　※藍染、レース・白布・黒布などで作ったマスクは顔半分をおおうため、自己主張をしますので、

個性がでます。しかし、熱がこもるため熱中症には十分気を付けてご使用下さい。

シルバー   とくしま （8）令和２年９月１日


